
材料及び方法

飼料中へのタウリン添加による卵重抑制技術の検討
引地宏二・折原惟子
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産卵中後期に飼料中のメチオニン低減およびタウリン添加による卵重抑制効
果について検討するため、試験１で低メチオニン飼料、タウリン添加飼料及び

併用飼料を給.与し、４０～８０週齢のパック卵生産割合が対照区の８７．４％対して

､併用区で92.8％と５５４％増加した。試験２では低メチオニン飼料に0.1,0.3、

及び０．５％のタウリンを添加した飼料を給与し、タウリン添加によりその添加

濃度が高いほど卵重抑制効果が認められた。また、タウリンの卵黄への移行性

はタウリン添加水準と正の相関関係が認められた。
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鶏卵にタウリンが移行できれば付加価値卵とし
ての可能性も考えられる。

そこで、本研究は産卵中後期に必須アミノ酸

であるメチオニン水準の低減とタウリン添加併

用による卵重調節及び卵質への影響について検
討するため、試験１で低メチオニン飼料、タウ

リン添加飼料及び併用飼料による卵重抑制効果
について、試験２でタウリン添加水準による卵

重抑制効果とタウリンの卵黄への移行性につい

て検討した。

飼料中の必須アミノ酸水準抑制とタウリン添

加併用による卵重調整技術のそ検討（試験1）

採卵鶏はその生理上、産卵初期にはＳ卵以

j下の小さな卵を産み、鶏齢に伴い除々に卵重は

増加し、産卵後期には過大卵（ＬＬ卵以上）の

産卵割合が増え、それに伴う卵質の低下が問題

になっている。

一方、本研究所で主婦２００名を対象に実施し

た「鶏卵に関するアンケート調査」の結果によ

ると、消費者の７９％がＭ・Ｌ卵サイズの卵を

購入している。

また、岸井ら”は銘柄別の比較試験で生産卵
量が多い銘柄が必ずしも収益性が高くはなく、

産卵率とＭＳ～Ｌ卵のパック卵と呼ばれる大き

さの卵の生産割合が増加するほど収益性が高い

と報告しており、消費者の利用性、生産者の収

益性、卵質の向上において産卵全期間での卵サ

イズの均一化が求められている。

卵重制御に関しての栄養学的アプローチとし

ては、産卵初期における飼料中へのリノール酸

などの油脂添加により、卵重が増加するという

報告”』1や産卵後期における粗蛋白質の低減化

やメチオニンなどの必須アミノ酸の含有量によ

る卵重抑制効果について報告があるが４)，)‘17)、

それに伴う産卵率の低下も報告されている，)‘)。

Ｍ・YamazakiandM､Takemasa')は、飼料中への

タウリン添加により５１～５９週齢の卵重抑制効

果を報告している。しかし、産卵後期（60～８０

週齢）の勃果についての報告はなく、またタウ
リンには､:血中コレステロールの低下作用や血

圧降下作用などの薬効が報告されており，)、
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ｌ試験期間

平成１０年２月（40週齢）～１２月（80週齢）

まで４０週間

２供試鶏及び試験方法

（１）供試鶏白色げホーン系（ジュリア）

４００羽（４区×２０羽×５反復）

（２）試験区分

表１試験区分

（CONT）〆対照区

（低］v唾r）低メチオニン飼料区

（TAU）対照飼料十０５％タウリン添加区

(低ＭＥｒ＋mdLU）低メチオニン飼料十

０５％タウリン添加区

処理方法
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